
県
で
は
、
千
葉
県
の
伝
統
的
な

植
木
造
形
技
術
で
造
形
さ
れ
、
か

つ
県
内
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
一
定

の
基
準
を
満
た
し
た
庭
園
樹
木
を

「
植
木
銘
木
１
０
０
選
」
に
認
定

し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
候
補
樹
木

を
募
集
し
ま
す
。
要
件
や
申
請
の

方
法
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
市
役

所
産
業
振
興
課
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
募
集
は
８
月
３１
日

（
金
）
ま
で
で
す
。

認
定
に
あ
た
っ
て
は
、
書
類
審

査
と
現
地
審
査
が
あ
り
ま
す
。

問
産
業
振
興
課
農
政
班

!
７３
・
０
０
８
９

期
間
…
８
月
１９
日
〜
１０
月
２１
日
の

毎
週
日
曜
日
（
全
１０
回
）
時
間
…

１０
時
〜
１２
時

場
所
…
松
山
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ

対
象
…
市
内
在
住
の

小
学
生
〜
高
校
生
の
初
心
者

参

加
費
…
５
０
０
円
（
別
途
傷
害
保

険
料
・
小
中
学
生
５
０
０
円
、
高

校
生
１
、
５
０
０
円
が
必
要
で

す
）

問
生
涯
学
習
課
!
７３
・
０
０
９
７

テ
ー
マ
…
ネ
ッ

ト
プ
レ
ー
に
挑

戦
・
平
行
陣
へ

の
移
行
と
動
き

方

期
間
…
９
月
６
日
〜
１０
月
２５

日
の
毎
週
木
曜
日
（
全
８
回
）
時

間
…
１９
時
３０
分
〜
２１
時

場
所
…

八
日
市
場
ド
ー
ム

対
象
…
市
内

在
住
在
勤
で
一
般
（
中
級
者
）
※

中
級
レ
ベ
ル
の
内
容
と
な
り
ま
す

の
で
前
年
度
ま
で
に
ス
テ
ッ
プ
２

を
修
了
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
相
応

の
方
を
対
象
と
し
ま
す
。
募
集
人

員
…
２０
人

参
加
費
…
５
０
０
円

（
別
途
傷
害
保
険
料
１
、
５
０
０

円
必
要
で
す
）
※
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
。

問
生
涯
学
習
課
!
７３
・
０
０
９
７

期
日
…
９
月
１６
日
（
日
）
時
間
…

８
時
受
け
付
け
、
８
時
３０
分
開
会

式

会
場
…
の
さ
か
ア
リ
ー
ナ

対
象
…
一
般
・
小
学
生
４
年
以
上

（
１
チ
ー
ム
３
人
編
成
、
４
人
ま

で
可
）
定
員
チ
ー
ム
数
…
２０
チ
ー

ム

※
申
込
用
紙
は
八
日
市
場
ド

ー
ム
、
の
さ
か
ア
リ
ー
ナ
、
野
栄

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
置
い

て
あ
り
ま
す
。
※
参
加
者
は
、
体

育
館
履
き
を
持
参

申
し
込
み
締

め
切
り
…
９
月
６
日
（
木
）

問
市
ユ
ニ
カ
ー
ル
協
会
・
石
田
良
雄

!（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）６７
・
２
５
０
８
、
野

栄
生
涯
学
習
室
!
６７
・
１
２
６
６

映
画
「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」
で
人
気

上
昇
中
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
！
公
民
館

講
座
で
も
、
今
年
度
は
申
し
込
み

が
殺
到
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
っ
て
ど
ん

な
感
じ
か
な
？
と
思
っ
て
い
る
方

は
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
…
８
月
２６
日
（
日
）
１３
時
〜

１６
時

場
所
…
公
民
館
第
１
講
座

室

定
員
…
１６
人
（
先
着
順
）
参

加
費
…
無
料

申
し
込
み
…
８
月

８
日
（
水
）
ま
で
に
八
日
市
場
公

民
館
!
７２
・
０
７
３
５
へ

期
日
…
１１
月
１０
日
（
土
）
、
１１
日

（
日
）
対
象
…
八
日
市
場
文
化
会

員
（
１
人
１
演
目
）
参
加
申
し
込

み
…
８
月
４
日
（
土
）
〜
１２
日

（
日
）
に
生
涯
学
習
課
!
７３
・
０

０
９
７
へ

※
申
込
書
は
八
日
市
場
ド
ー
ム
、

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
八
日

市
場
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。
必
ず

本
名
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
文
化
会
・
小
泉
!
７２
・
０
７
９
７

踊
り
の
飛
び
入

り
参
加
、
大
歓
迎

で
す
。

日
時
…
８
月
１９
日

（
日
）
１９
時
３０
分

〜
（
予
定
）
場
所

…
八
日
市
場
公
民
館
南
側
駐
車
場

問
生
涯
学
習
課
!
７３
・
０
０
９
７

市
営
住
宅
の
入
居
希
望
者
を
募

集
し
ま
す
。
入
居
ご
希
望
の
方
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
団
地
…
い
い
ぐ
ら
団
地
（
匝

瑳
市
飯
倉
１
３
６
５
番
地
・
２
Ｄ

Ｋ
・
家
賃
９
、
１
０
０
円
〜
）
募

集
戸
数
…
１
戸

募
集
期
間
…
８

月
１
日
〜
１０
日（
土
・
日
を
除
く
）

８
時
３０
分
〜
１７
時

応
募
書
類
配

布
場
所
…
都
市
整
備
課
（
市
役
所

３
階
）、野
栄
総
合
支
所
地
域
整
備

室

応
募
書
類
提
出
場
所
…
都
市

整
備
課
（
市
役
所
３
階
）

※
入
居
資
格
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
都
市
整
備
課
管
理
班

!
７３
・
０
０
９
１

植
木
銘
木
１００
選

候
補
募
集

ゴ
ル
フ
教
室

テ
ニ
ス
教
室

（
ス
テ
ッ
プ
３
）

ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会

第
５５
回
八
日
市
場
文
化
祭

芸
能
発
表
会

女
性
教
室

フ
ラ
ダ
ン
ス

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

八
日
市
場
の
盆
踊
り

定
例
発
表
会

市
営
住
宅

入
居
者
募
集

短

歌

小
林
信
夫
推
薦

夏
の
日
は
輝
き
を
増
し
対
岸
の
若
葉
青
葉
は
光
り
て

そ
よ
ぐ

土
屋

耕
一

く
れ
な
い

雨
上
が
り
紅
に
咲
く
牡
丹
の
花
寺
院
の
庭
に
照
り
て

輝
く

林

か
つ

か
ら
す

電
線
の
鴉
見
下
ろ
す
苺
畑
鳥
追
い
テ
ー
プ
鳴
る
や

羽
ば
た
く

川
村
千
賀
子

田
植
す
み
七
日
を
経
れ
ば
確
実
に
根
づ
き
し
苗
の
み

ど
り
増
し
き
ぬ

太
田

玲
子

つ
つ
が

身
の
恙
か
た
み
に
語
り
ク
ラ
ス
会
の
電
話
連
絡
長
く

な
り
た
り

中
川
い
ね
子

誕
生
日
の
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
曾
孫
に
初
め
て
呼
ば
る

「
バ
ァ
チ
ャ
ン
」
う
れ
し

佐
藤

直
枝

つ
ま

若
く
し
て
逝
き
た
る
夫
の
日
記
読
む
に
昭
和
も
遠
く

我
も
老
い
た
り

大
木
ヨ
シ
子

つ
ま

靖
国
の
社
頭
に
掲
示
の
夫
の
遺
書
六
十
四
年
過
ぎ
重

く
切
な
し

土
屋

静
枝

募

集
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広報７月号でお知らせした写真展「戊辰

戦争と水戸藩市川勢の軌跡」が、８月７日

（火）から２２日（水）まで公民館市民ギャラ

リーで開催されます。（月曜日休館）

庄
八
と
権
左
は
、
と
も
に
こ
の

地
域
の
盆
踊
り
歌
に
登
場
す
る
人

物
で
す
。

昭
和
４９
年
に
八
日
市
場
の
盆
踊

ご

ん

ざ

さ
い
ご
く

し
ょ
う
は
ち

り
歌
「
権
左
が
西
国
」
「
庄
八
」

ひ
が
し
か
づ
さ

「
東
上
総
」
と
踊
り
が
県
の
無
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
を
機
に
、
庄
八
と
権
左
は
曲
名

の
か
た
ち
で
知
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
は
た
し
て
こ
の
二

人
は
実
存
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

庄
八
は
「
堀
川
生
ま
れ
の
庄
八

が
、
縁
に
引
か
れ
て
野
手
村
へ
」

と
歌
わ
れ
、
出
生
地
と
縁
付
い
た

村
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

漁
師
と
な
っ
た
庄
八
は
、
あ
る
年

の
１１
月
６
日
漁
に
出
て
遭
難
、
妻

ら
の
必
死
の
願
い
も
む
な
し
く

「
庄
八
命
は
た
ま
ら
な
い
」
と
、

水
死
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

盆
踊
り
が
先
祖
供
養
、
と
く
に

新
し
い
仏（
死
者
）を
地
域
の
人
た

ち
で
供
養
す
る
意
味
が
あ
る
と
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
水
難
死
し
た
庄

八
や
嘆
き
悲
し
む
妻
が
歌
い
込
ま

れ
た
の
で
し
ょ
う
。
か
つ
て
は
庄

八
の
墓
も
あ
っ
た
と
い
い
、
実
存

は
ま
ち
が
い
な
い
と
い
え
ま
す
。

「
庄
八
」は
、１
９
２
１
年（
大
正

１０
年
）の『
匝
瑳
郡
誌
』に
は
、盆
踊

り
歌
と
し
て
載
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
同
時
代
の
他
の
資
料
に
は

見
ら
れ
な
い
の
で
、
歌
わ
れ
た
地

域
は
限
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

「
権
左
が
西
国
」
は
同
書
に
は

の
が
う
ち

「
芒
打
歌
」、大
正
６
年
出
版
の『
海

む
ぎ
た
た
き

上
郡
誌
』
で
は「
麦
敲
歌
」と
し
て

記
載
さ
れ
、
農
民
が
仕
事
を
し
な

が
ら
口
ず
さ
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

「
権
左
が
西
国

長
の
旅
す
る

あ
と
で
は
お
方
が

お
茶
の
水
汲

む
」
の
歌
詞
か
ら
、
権
左
は
伊
勢

や
西
国
参
り
に
出
た
も
の
の
妻
の

も
と
に
は
帰
っ
て
来
な
か
っ
た
こ

と
が
連
想
さ
れ
ま
す
。
盆
踊
り
歌

の
「
権
左
が
西
国
」
の
歌
詞
の
一

つ
に
、
「
米
倉
西
光
寺
・
・
・
」

と
あ
る
こ
と
で
、
米
倉
（
中
央
地

区
）
生
ま
れ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
確
か
と
は
い
え
な
い
も
の
の

実
存
は
し
た
で
し
ょ
う
。

「
庄
八
」
が
物
語
り
風
で
あ
る

の
に
比
べ
、
「
権
左
が
西
国
」
は

七
五
調
の
歌
詞
が
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
ま
す
。

盆
踊
り
歌
は
、
夜
を
徹
し
て
踊

る
た
め
に
え
ん
え
ん
と
歌
い
続
け

ら
れ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
歌
詞

が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

鏑
木（
旭
市
）酒
屋
の

嫁
の
寝

言
に

こ
の
米
つ
か
ず
に

酒
に
な
れ
ば
と

東
金（
東
金
市
）茂
右
衛
門

嫁

は
ど
こ
か
ら

な
く
て
江
戸
か

ら
な
ど
と
当
時
の
話
題
や
近
隣
の
名

所
な
ど
が
歌
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
民
謡
と
し
て
歌
わ
れ
て

い
る
曲
の
多
く
は
、
明
治
末
か
ら

大
正
に
か
け
て
整
え
ら
れ
、
大
正

１０
年
に
民
謡
の
全
国
大
会
が
開
か

れ
た
の
を
機
に
昭
和
初
期
か
ら
ブ

ー
ム
が
起
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

問
八
日
市
場
図
書
館
!
７３
・
３
７
４
６

盆
踊
り
歌庄

八
と
権
左

のさかふれあい祭りでの「庄八」踊り（昨年の祭りから）

★力作募集中★
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川
口
城
司
推
薦

梅
雨
晴
れ
の
空
に
ひ
ば
り
の
声
仰
ぐ
洗
濯
物
を
干
す

て掌
休
め
て

大
木

政
子

つ
ま

想
ひ
出
は
半
世
紀
共
に
せ
し
亡
き
夫
と
ジ
ュ
ー
ン
ブ

こ

ラ
イ
ト
此
の
月
の
こ
と

押
本
富
美
子

も
く
し
つ

は
な
く
き

た

ん

し

木
質
の
花
茎
つ
よ
き
ア
ガ
パ
ン
サ
ス
淡
紫
の
花
を
高

く
掲
ぐ
る

小
川

知
至

俳

句

西
野
棠
雨
推
薦

寝
つ
く
子
の
ほ
ぐ
る
る
拳
ね
む
の
花

岩
井

や
す

馬
車
で
行
く
凱
旋
門
や
パ
リ
は
夏

安
藤

建
子

な
つ
め

か
し

棗
咲
く
袖
垣
傾
ぐ
長
屋
門

!
安
せ
い
子

せ

初
鰹
樽
に
尾
を
立
て
糶
ら
れ
ゆ
く

平
山

も
と

紫
陽
花
や
ぽ
つ
ん
と
礎
石
あ
る
ば
か
り
中
川
ま
さ
子

は
り
あ
と

点
滴
の
針
痕
蒼
し
梅
雨
に
入
る

浜
野

"
志

す
く

灯
の
下
の
金
魚
掬
ひ
の
膝
頭

八
木
佐
久
司

朝
ぐ
も
り
孔
雀
が
声
を
放
ち
た
る

大
川

#
子

川
口
城
司
推
薦

こ

ぶ

し

山
の
端
の
雲
よ
り
白
し
花
辛
夷

山
口

静
堂

朝
取
り
の
茄
子
割
れ
ば
水
な
が
れ
け
り
伊
藤

定
子

数
本
の
ス
イ
カ
授
粉
す
老
の
幸

小
川

た
か

み
じ
か
よ

短
夜
に
人
ま
だ
若
く
世
を
去
り
し

大
木

竹
子

川

柳

!
梨
果
宝
推
薦

奥
床
し
皇
后
様
の
お
人
柄

鎌
形
ミ
ツ
エ

大
女
將
凛
と
振
る
舞
い
奥
床
し

関
川

幸
子

商
談
の
最
後
を
決
め
る
奥
座
敷

常
世
田
や
す
子

友
と
行
く
奥
の
細
道
霧
煙
る

林

サ
ダ
子

反
対
の
意
見
が
推
さ
れ
前
へ
出
る

榎
本
ひ
か
る

笹
舟
に
身
を
ゆ
だ
ね
て
の
波
ま
か
せ

鈴
木
ツ
ネ
子

反
抗
期
誰
で
も
あ
る
と
放
っ
と
か
れ

伊
藤
さ
つ
き

雲
行
き
が
怪
し
い
け
れ
ど
手
は
打
た
ず
鈴
木
十
世
志

川
口
城
司
推
薦

母
の
日
に
と
ど
く
ア
ジ
サ
イ
花
盛
り

加
瀬
き
よ
子

⑱
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